
【
書

評
、圃‘

築
島
裕
著
「
平
安
時
代
語
新
論
」

「平安時代語新論」について

築
島
裕
博
士の
「
平
安
時
代
語
新
論」
が、
昨
夏、
「
東
大人
文
科
学
叢
書」

の一
冊と
し
て、
東
京
大
学出
版
会か
ら
刊
行
さ
れた。
過
去
十
数
年聞に、

東
大そ
の
他の
大
学で
行
は
れ
た
諮
義の
草
案
を
全
面的に
書
き
改め
た
もの

で、
A
五
判、
本
文五
九
六
頁、
補
説・
訓
点
資
料
番
号一
覧・
索
引
等七
O

頁、
計
六
六
六
頁。
「
平
安
時
代の
漢
文
訓
読
語κっ
きて
の
研
究」(岬輔
ち

「判明細
大
慈
恩
寺三
蔵
法
師
伝
古
点の
国
語
学的
研
究」
(川問調
能…)
に
次
ぐ

大
著で
あ
る。
私
は
前
者に
続い
て
本
書の
書
評
を
依
頼
さ
れ、
一
ヶ
月かh

っ
て一
頁
も
余
さ
ず
読
み
返
し、
改め
て
本
書の
価
値
を
認
識
し、
再び
驚
嘆

せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た。

評〕

本
書の
意
図
は
緒
言に
明か
で
あ
る。
「
前
者
は、
和
文語と
の
対
立
とい

ふ
観
点に
立っ
て、
漢
文
訓
読の
特
性
を
揚
言
するの
に
急で
あ
り」、
「
後
者

は、
乙
の一
資
料に
集
中し
て、
他の
文
献に
言
及
する
暇
が
殆ど
得
ら
れ
な

かっ
た」
た
め、
「
両
者
共に
私の
抱
懐
する
平
安
時
代
語
全
体に
つ
い
て
の

構
想
を
十
分に
披
漉
する
に
至
ら
な
かっ
た
憾が
あ
る」
が、
「
本
替
は、
平

安
時
代の
国
語
全
般に
関し
て、
私
独
自の
構
想に
よっ
て
体
系
的に
通
観
し

た
通
論で
あ
る」
と
い
ふ。

次
に
目
次
を
追っ
て
内
容の
紹
介
を
試み
る
が、
私の
理
解
不
足
や
紙一帽の

〔書

に
つ
い
て

大

坪

併

治

制
限に
よっ
て、
論
述の
趣
旨
を正
し
く
伝へ
得
ない
と
と
もあ
ら
う。
乙
の

点
あ
ら
か
じ
め
著
者に
も
読
者に
もお
詫び
し
て
お
き
たい。

第一
篇
総
論

第一
章
「
序
説」
で
は、
国
語
史
に
お
け
る
平
安
時
代
語の
重
要
性
を
述

べ、
第二
章
「
時
代
区
分」
で
は、
平
安
時
代
四
百
年
を
初
期・
中
期・
後

期・
院
政
期の
四
期に
分
け、
そ
れ
ぞ
れ
を
草
創
期・
形
成
期・
完成
期・
持

続
期に
当て
た。
第三
章
「
平
安
時
代の
言
語
体
系」
で
は、
平
安
時
代の
言

語
を、
漢
文
訓
読
語が
主
流の
漢
文の
世
界と、
日
常
会
話
語が
主
流の
平
仮

名
文の
世
界と、
両
者の
中
間
的
存
在た
る
変
体
漢
文・
漢
字
片
仮
名
交
り
文

の
世
界との
三
系
統に
分
け、
その
位
相
的
対
立に
注
目
すべ
き乙
と
を
論
じ

た第二
篇
資
料
篇

第一
章
「
漢
文の
世
界」、
第一
節
「
総
説」
で
は、
漢
文の
世
界の
重
要

性、
仏
典・
漢
籍二
領
域の
存
在、
宗
派・
博
士
家に
よ
る
点
法・
訓
法の
相

違
等
を
述べ
た。
第二
節
「
訓
点の
創
始」、
第三
節
「
訓
点の
固定」
で
は、

中田
博
士に
従っ
て、
ヲコ
ト
点の
系
統
を
八
種に
分
類し、
初
期
に
は
第

一
・
ニ・一ニ・
四の
群
点が
あ
り、
中
期に
入っ
て
第一
か
ら
第五
が、
第
五
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か
ら
第
六が
派
生
し、
更に
第
七・
八
が
意
図
的に
作
ら
れ
た乙
と、
ヲコ
ト

点
は
南
都
華
厳
宗
関
係の
僧
侶か
ら
起っ
て
法
相・
三
論
系の
学
侶に
及び、

中
期に
は
俗
家
点
も
儒
者や
医
博
士に
用
ゐ
ら
れ
山
し
たと
と、
ま
た、
時
代

が
下
るに
つ
れ
て
形
式が
安
定
し
穏
類が
減
少し、
ζ
れ
を
用
ゐ
る
宗
派・
博

士
家
との
間に
特
殊
な
関
係
を
生
じ
たζ
と
な
ど
を
詳
述し
た。
第
四
節
「
仮

名
点
本」
で
は、
ヲコ
ト
点の
衰
微に
伴
ふ
仮
名
点
本
の
出
現
を、
第五
節

「
訓
点
加
点の
用
具」
で
は
角
築
点に
つ
い
て
述べ、
第
六
節
「
辞
書と
音

義」
で
は、
平
安
時
代に
成
立
し
た
音
義・
辞
書
を
列
挙し
て
解
説
し
た。

第二
章
「
平
仮
名
文の
世
界L、
第一
節
「
総
説」
で
は、
平
仮
名の
文
献

を
文
書・
消
息
類と
和
歌・
日
記・
物
語
類とに
大
別
し、
第二
節
「
平
安
時

代
書
写の
平
仮
名
資
料」
で
は、
信
頼
すべ
き
平
仮
名
資
料
を
挙
げ
て
解
説

し、
男
子の
手に
な
る
もの
の
多い
ζ
と
を
指
摘し
た。
第三
節
「和
歌」
で

は、
和
歌に
は
和
歌
用
語の
休
系が
あ
ると
と、
第
四
節
「日
記・
随
筆」
で

は、
日
記
は一
般に
純
粋の
和
文で
あ
る
が、
土
佐日
記
は
例
外
的に
訓
読
語

を
合
む
と
と、
第
五
節
「
物
語」
で
は、
物
語に
も
幾
積
類かの
系
統
が
あ

り、
漢
文と
関
係の
深い
もの
は
訓
読
語
的
語
法
を
持つ
和
文
脈
と
な
る
が、

純
粋
な
和
文で
も
特
殊
な
表
現
効
果
を
狙っ
て
訓
読
語
を
交へ
る乙
と
が
あ
る

な
ど、
一
様で
ない
と
と
を
述べ
た。

第三
章
「
変
体
漢
文と
漢
字
片
仮
名
交
り
文の
世
界」、
第一
節
「
総
説」

で
は、
変
体
漢
文と
漢
字
片
仮
名
交
り
文と
は、
共に
漢
文か
ら
出
て
国
語
を

表
現
する
た
め
に
引古か
れ、
有
識の
男
子に
よっ
て
用
ゐ
ら
れ
た
と
見、
第二

節
「
変
体
渓aX」
で
は、
変
体
漢
文に
も
郁々
な
形
態が
あ
り、
公
卿の
日
記

類が
中
心
を
な
すと
と
を
述べ、
第
三
節
「
漢
字
片
仮
名
交
り
文」
で
は、
漢

字
片
仮
名
交
り
文
を
訓
点に
発
し
た
もの
と
宣
命
体に
発
し
た
もの
とに
分
類

し、
更に
前
者に
訓
点
本の
注
記と
独
立
し
た
文と
を
認
め、
後
者
は
語
序が

国
語の
まh
で
口
諦
性が
あ
る
と
し
た。

第
三
編
本
論

第一
章「
文
字」、
第一
節
「
総
説」
行
略、
第二
節
「
万
葉
仮
名」
で

は、
平
安
時
代に
万
葉
仮
名の
用
ゐ
ら
れ
た
穏々
の
場
合につ
い
て
説
明し、

第三
節
「
草
仮
名」
で
は、
草
仮
名の
名
称を
論じ、
第
四
節
「
平
仮
名」
で

は、
平
仮
名
発
生の
基
般に
平
仮
名
文の
系
列と
訓
点の
系
列と
が
あ
り、
前

者
は正
倉
院
仮
名
消
息の
系
統
を
引
き、
後
者は
訓
点
資
料に
見
えて
記
号
的

性
格が
強
く、
連
綿
草を
用
ゐ
ず、
仏
書よ
り
も
漢
籍に
多く
用
ゐ
ら
れ
たζ

と
を
述べ、
第
五
節
「
片
仮
名」
で
は、
訓
点の
世
界で
は、
時
代が
下
るに

つ
れ
て
片
仮
名
本
位と
な
り、
一
音一
字に
なっ
た
と
し、
仮
名の
字
源に
触

れ、
実
字や
重
点に
言
及
し
た。
第
六
節
「
漢
字・
党
字」
で
は、
漢
字の
書

体に
つ
い
て
述べ、
終
りに
三
十七
表の
仮
名
字体
表
を
収め
た。

第二
立「
音
韻」、
第一
節
「
総
説」
で
は、
九
百
年
前
後に
お
け
る
閑
語

音
節
火上
注目
すべ
き
事
項
と
し
て、
特
殊
仮
名遣のコ・
ゴ
の
区
別の
消

失、
各
種
音
便とハ
行転
呼の
発
生、
被立回
使・
促立回
一伎の
発
生に
よ
る
子
音

々
節の
増
加、
イ
音
便・
ウ
音
便の
発
生に
よ
る
語
中・
語
尾の
母
音々
節の

出
現
な
ど
を
挙
げ、
また、
位
相に
よ
る
相
違
と
し
て、
資
料に
よっ
て
漢
字

音・
音
使の
使
用に
相違の
あ
るζ
と
を
指
摘し
た。
第二
節
「
国
語
音」
で

は、
平
安
時
代に
音
節の
数が口
1η
!印
と
次
第に
減
少
し
た乙
と、
そ
れ

に
は、
コ・
コ
の
叩乙二
類の
区
別の
消
失、
ア・
ヤ
両
行のエ
と
オ・
ヲ
の

混
伺
が
原
因で
あ
る乙
と、
やが
て
イ・
ヰ、
エ・
ヱ
も混
同
さ
れ
る
や
うに

なっ
たζ
と、
語
中・
語
尾のφ
↓W
の
変
化が一
般
化
し
た
乙
と、
イ立日

使・
ウ品目
使・
扱音
促・
促
音
便が
相ひつ
い
で
発
生し
たこ
と、
扱品目
使に

は
原
則
と
し
てm-
n
の
区
別が
保た
れ、
促
音
便と北〈に
種々
な
表
記
法が

あっ
たζ
と、
促
音
便
は和
文で
は
用
ゐ
な
かっ
たこ
と
な
ど
を
述べ、
更に、
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「平安時代語新論」について

子
音の
問
題
と
し
て、
サ
行
頭
子
音、
ジ・
ヂ
とズ・
ヅ、
パ
行とマ
行、
清

音と
濁
音
な
ど
を、
母
音の
問
題
と
し
て、
長
母
音・
母
音
交
代、
語
頭の
擬

音、
ナ
行と7
行との
交
代、
有
声
子
音と
鼻
母
音、
二
重
母
音な
ど
を
取
り

上
げ、
最
後に
ア
クセ
ン
ト
に
言
及
し
た。
第
三
節
「
漢
字
音」
で
は、
平
安

時
代が
漢
字
音の
体
系
を
知
り
得
る
最
古の
時
代で
あ
るζ
と、
漢
字
音の
種

類に、
訓
点
資
料・
訓
注・
音
義・
辞
書
等に
存
す
る
漢
字の
音
注で
原血固に

近
く
忠
実に
表
記
さ
れ
た
もの
と、
和
文
中の
漢
語
や
和
名
抄の
注に
見ら
れ

る
漢
字
音で
原
音
を
離
れ
て
国
語
化
し
た
もの
と
が
あ
ると
と、
同
語立田は
変

化
し
た
が、
漢
字
音
は
殆ど
変
化
し
な
かっ
たと
と、
漢
音と
呉
音の
二
系
統

が
あ
り
資
料に
よ
っ
て
使
ひ
分
けら
れ
て
ゐ
るこ
と
な
ど
を
述、へ、
扱
音
尾の

m
n
g、
入
芦
尾の
pt
k、
開
勧
音-
A口
劫
音、
止
摂
合
転の
韻
尾、
卦
摂

諸
韻
の
韻
尾
等の
表
記
法に
及び、
一
音
節
語の
母
音の
長
呼、
百
姓
読
み
に

触
れ、
更に
声
調に
六
声と
四
声が
あ
り、
と
れ
を
示
す
声
点の
発
生に
伴っ

て
濁
音
表
記の
始
まっ
たこ
と
な
ど
を
述べ
た。

第三
章
「
文
法」、
第一
節
「
総
説」
で
は、
訓
点
資
料
の
参
加
に
よ
っ

て、
初
期の
文
法の
不
明
な
点が
明かに
な
り、
上
代
文
法の
残
存で
あ
る乙

と
が
分っ
た
ζ
と、
中
期
以
後の
和
歌・
和
文との
比
較に
よ
っ
て
相
互の
文

法の
特
性が
分っ
た
乙
と、
鎌
倉
時
代
以
後の
擬
古
文に
訓
点
資
料の
文
法の

見出
さ
れ
る
事
情が
分っ
た
乙
と
な
ど
を
述べ、
第二
節
「
休二=己
で
は、
代

名
詞
と
副
詞
を
扱
ひ、
代
名詞
は
和
文と
訓
読
文で
多
少の
相
逃
が
あ
り、
陳

述の
副
詞
は
殆ど
すべ
て
が
和
文と
訓
読
文で
区
別
さ
れ
て
ゐ
る乙
と
を
指
摘

し
た。
第
三
節
「
用
言」
で
は、
動
詞・
形
容
詞
を
扱っ
た。
動
詞で
は、

「
蹴」
の
活
用に
つ
い
て
従
来の
説
を
批
判し、
上
代か
ら
rEl耳prロ!者四

IHp
rzl=
?
お
と
活
用
す
る
下一
段
活
用
が
あ
っ
た、
ま
た
は
中
期まで

付
El唱刊
で、
後
期に
漢
字
音の
影
響
で
rd〈刊
に
なっ
た
な
ど
が
考へ
ら

評〕〔寄

れ
る乙
と、
動
詞の
活
用
別
語
数につ
い
て、
源
氏と
慈
恩
伝
古
点
を
比
較
す

る
と、
異
な
り
語
数で、
共に
四
段
活
用
が
六
割、
下二
段
活
用
が二
l三
割

を
占め、
と
の
割
合
は
資
料の
位
相が
異つ
で
も
大
き
な
矯
れ
は
ない
乙
と、

動
詞の
個
別
的
な
活
用の
変
遷
が
か
な
りの
語に
見
ら
れ
ると
と、
動
詞の
活

用に
現
れ
る
音
使
は、
四
段・
ナ
変・-フ
変に
限
ら
れ、
和
歌・
和
文と
訓
読

語
と
の
聞に
相
違が
あ
ると
と
な
ど
を
述べ
た。
形
容
詞で
は、
平
安
時
代に

入っ
て
語
設
が
増
加し
た
ζ
と、
ク
活・
シ
ク
活で
意
味に
相
違
が
あ
る
乙

と、
連
用
形
は
体
言
的
性
格を
持ち、
ズ・
ム・
パ・
キ・
ケ
リ・
ツ・
ヌ
な

どに
続か
ない
の
で、
その
欠を
補ふ
た
め
に
カ
リ
活
用
が
成
立
し
た
ζ
と、

連
休
形が
イ
音
便に、
連
用
形がウ
音
便に
な
る
場
合、
キ・
ク
を
挟む
前
後

の
音に
影
響
さ
れ
ると
と、
和
文と
訓
読
文で
音
便の
現
れ
方に
相
違の
あ
る

ζ
と
な
ど
を
述べ、。コ
トシ
を
形容
詞に
入
れ
て
その
用
法
を
論
じ
た。
第四

節
「
接
辞」
で
は、
接
頭
語
と
接
尾語
を
扱ひ、
接
尾
語の
中に、
受
身・
使

役・
尊
敬の
助
動
詞ル・
ラル・
ス・
サス・
シム、
敬
語の
補
助
動
詞
タマ

フ・
タ
ブ・
オハ
シ
マ
ス・
タ
テマ
ツル・
キコ
ユ・
ハ
ベ
リ
な
ど
を
入
れ
て

そ
の
用
法
を
述べ
た。
第五
節
「
助
動
詞」
で
は、
指
定の
ナ
リ・
タ
リ、
否

定の
ズ・
ザ
リ、
回
想の
キ・
ケ
リ、
完
了の
ツ・
ヌ・
タ
リ・
リ、
推
量の

ム・
ジ・
マ
シ・
ベ
シ・
7
ジ・
ム
ズ・
ラ
ム・
ラ
シ・
メ
リ・
ナ
リ
(
伝

聞)・
ケム・
マ
ホシ
な
ど
の
用
法
を
述べ
た。
第
六
節
「
助
詞」
で
は、
格

助
詞の
ノ・
ガ・
ヲ・
ニ・
へ・
ト・
カ
ラ・
ヨ
リ・
ニ
テ・
ニ
シ
テ、
副
劫

詞の
ダニ・
ス
ラ・
サへ・
ノ
ミ・
パ
カ
リ・
マ
デ・
ヅ
ツ・
イ
(
特
示
強

調)、
接
続
助
詞パ・
トモ・
ド・
ドモ・
ニ・
ヲ・
デ・
テ・
ツ
ツ
その
他、

係
助
詞のコ
ソ・
ナム・
ゾ・
ャ・
ヵ、
終
助
詞の
カ
ナ・
ガ
ナ・
モ
ガ
ナ・

シ
ガ
ナ・
ナ・
カシ・
パ
ヤ・
ナム、
間
投
助
詞ヤ・
シ・
ヨ・
ヲ
な
どの
用

法花つ
い
て
述べ
た。
第
七
節
「
文
論」
で
は、
文の
構
造、
文の
倒
置、
文
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の
省
略
な
ど
を
略
述し
た。
総じ
て、
と
砂
章は、
「日
本
文
法
講
座」
所
収

「
中
古の
文
法」
を
拡
充
し
た
観が
あ
る。

第
四
章「
語
円以」、
第一
節
「
総
説」
で
は、
語
裂の
性
絡を
決
定
す
る
原

因に、
文
献の
内
容に
よ
る
相違
と、
位
相に
よ
る
対
立と
が
あ
り、
位
相
的

対
立の
根
幹
は
訓
読
文と
和
文で
あ
ると
と、
訓
読
文の
語
設
中、
和
語
は
表

現
語
謀、
漢
語
は
理
解
語
集
で
あ
る
が、
和
文の
語
設
は、
和
語
は
勿
論
談
話

も
表
現
語
会に
属
す
るζ
と、
記
録
文・
法
話
等の
抽出
語
は
和
文の
そ
れに
近

い
乙
と
な
ど
を
述べ、
語
染
論
的
調
査の
問
題
点と
し
て
六
項
目
(
省
略)
を

掲
げ
た。
第二
節
「
語
設
量の
問
題」
で
は、
その一
例
と
し
て
語
設
置の
問

題
を
取
り上
げ、
幾つ
かの
調
査
結
果
を
示
し、
物
語・
日
記・
随
筆・
和
歌

を
比
較し、
ま
た、
和
文と
慈
恩
伝
古
点と
を
比
較
し
て、
相
互の
特
徴
を
明

かに
し
よ
う
と
試
み
た。
第三
節
「
位
相に
よ
る
語
設の
相
違」
で
は、
和
文

と
訓
読
文との
聞に
対
立
的に
見出
さ
れ
る
同
義
語
を
品
詞
別に
列
挙し
て、

訓
点
特
有
語の
発
生
原
因
を
考へ、
第
四
節
「
漢
語の
諸
問
題」
で
は、
位
相

を
異に
す
る
各
資
料
中の
漢
語の
性
格
を
検
討し、
辞
書の
漢
語に
も、
経
典

読
解の
た
め
の
もの
と
文
章
表
現の
た
め
の
もの
が
あ
る
ζ
と
を
述べ
た。

第五
節
「そ
の
他の
諸
問
題」
で
は、
社
会
階
級、
及び
方
言K
よ
る
言
語の

相
違が
あ
る
が、
資
料
不
足で
明
かに
し
が
たい
と
し
た。

「
補
説」
は、
本
文
中の
問
題
十
項
目につ
い
て
説
明
を
補
足し
た
も
の。

「
訓
点
資
料
番
号一
覧」
は、
本
警に
引
用
し
た
訓
点
資
料を
番
号
順に
列
挙

し
た
もの
で、
悉
号は
そ
の
文
献の
成
立
年
代
を
示
す。
例へ
ば、
成
実
論
天

長
五
年
点
は
∞N∞
lH
と
あ
る
が、
自∞
は
天
長五
年の
西
暦
紀元
を、
H
は

同
年
代に
お
ける
最
初の
もの
で
あ
る乙
と
を
意
味
する。
独
創的、
かつ
能

率
的
な
整理の
仕
方とい
ふべ
き
で
あ
る。
索
引
は、
事
項
索
引と
語
集
索
引

と
か
ら
な
り、
検
索に
便
利で
あ
る。

以
上、
本
書の
大要を
紹
介し
た。
平
安
時
代の
厨
藷
全
般
を
扱っ
た
もの

と
し
て
は、
すで
に
国
語
学
会
編「
国
語の
歴
史、
第二
篇、
中
古」
(制措
抑制替、

土
井
忠生
編
「日
本
語の
歴
史、
平
安
時
代の
国
語」
(桝
耕一猷)
等が
あ
り、

本
舎
は
殊に
後
者に
学ぶ
とと
ろが
あっ
た
ゃ
うで、
取
り上
げて
ゐ
る
項
目

に
は一
致
す
る
もの
が
多い
が、
両
者
共に
編
築
物の一
部と
し
て
書か
れ、

紙
幅の
制
限
を
受
けて
ゐ
る
た
め、
省
略
さ
れ
た
項
目
もあ
れば、
引用
例
も

之
し
く、
平
安
時
代
語
全
般
を
記
述
し
た
もの
と
し
て
は、
簡に
過ぎ
る
恨み

が
あっ
た。
し
か
るに、
本
書の
出
現に
よ
っ
て、
今や、
わ
れ
わ
れ
は、
平

安
時
代
詩
全
般につ
い
て、
笠
宮な
知
識
を
休
系
的に
得
るζ
と
が
で
き
る
や

うに
な
っ
た。
本
書の
功
績
は
極め
て
大
きい
とい
はな
け
れば
な
ら
な
い。

更に
本
書の
特
徴
をいへ
ば、
「
平
安
時代の
漢
文訓
読
語につ
き
での
研
究」

(以下「語研」
といふ)
同
様、
構
想が
雄
大で
論
述が
組
織的で
あ
るζ
と、

和
漢に
亘
る
楚
大な
文
献の
調
査に
よ
っ
て
得
た
豊
富な
材
料が乙
れ
を
支へ

て
ゐ
ると
と、
特に
漢
文訓
読
資
料と
訓
読
諮の
研
究の
成
果を
大
幅に
取
り

入
れて
ゐ
る乙
と
な
ど
で
あ
ら
う。

最
後に、
祭
者の
感
じ
た
疑
問と
希
望の
若
干
を
付
記し
て、
著
者の
参
考

に
供
し
たい。
ω
資
料
篇二
二
九
頁、
本
論三
四一
頁、
その
内、
文
字
六
九

頁、
音
韻一
一
四
頁、
文法一
三
五
頁、
語
染二
三
頁とい
ふ
配
分は、
平
安

時
代
語
全
般の
記
述
を
意
図と
し
た
本
書と
し
て、
適
切で
あ
ら
う
か。
本
論

に
比
し
て
資
料
筋が
多く
を
占め、
その
鍛
寄せ
が
本
論の
後
半に
及び、
文

字・
音韻に
比
し
て、
文
法・
語
設
が
少い
とい
ふ
結
果を
招い
て
は
ゐ
ない

か。
例へ
ば、
文
論
は、
「
中
古の
文
法」
の
そ
れ
と、
文
章は
多少
違ふ
が、

内
容は
殆ん
ど
同じ
で
あ
る。
とと
ろで、
資
料
約の
内、
「
漢
文の
世
界」

が
七
割
を、
「
訓
点の
創
始」
と
「
訓
点の
固
定」
が
その
六
割を
占め
て
ゐ

る
が、
乙
れ
らの
項
目
は「
語
研」
に
は
見ら
れな
い。
ま
た、
「
文
字」
と
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「平安時代語新論」について

「
音
韻」
も
「
語
研」
に
は
欠
けて
ゐ
る。
一
方、
「文法」
は、
「
語
研」
で

は
全
体の
三
割
を
占め、
「
語
袋」
は一
割に
充た
ない
が、
他の
項
目で
も

随
所に
語
禁
論
的
記
述
が
見ら
れ
る
か
ら、
「
語
致」
は
実
質
的に
は
多
くの

紙
幅を
取っ
て
ゐ
るの
で
あ
る。
乙
の
事
実
は、
「
語
研」
に
欠
けて
ゐ
る
も

の
が
本
書で
詳
述
さ
れ、
「
語
研」
で
詳
述
さ
れた
もの
が
本
書で
略
述
さ
れ

た
ζ
と
を
示
し
て
は
ゐ
ない
か。
「
語
研」
と
本
書と
は、
本
来
巽っ
た
意
図

の
下に
論
述
さ
れ
た
は
ずで
あ
る
が、
著
者が
同一
人
で
あ
り、
著
者の
本
領

が
漢
文
訓
読
資
料と
訓
読
語の
研
究に
あ
る
とこ
ろか
ら、
自
然
相
互に
関連

を
持つ
乙
とに
なっ
た
の
で
あ
ら
う。
従っ
て、
わ
れ
わ
れ
は、
「
語
研」
と

本
蓄
を
併せ
読
む
と
と
に
よっ
て、
著
者の
学
問
体
系
を
知
るζ
と
が
で
き
る

ゃ
うで
あ
る。
ω
宇
津
保
物
語か
ら
「
や
ま
ぶ
きにつ
けた
る
は
し
の
ひ
て

(ィ
し
の
て)
は
るの
じ。
あ
を
き
し
き
しに
か
きて
松につ
けた
る
は
さ
うに

て
なつ
の
じ。」
を
引
き、
「
さ
う」
を
草
仮
名の
意
味に
と
ら
れ
た(二七九

頁)
が、
吉
沢
博
士の
「日
本
書
道
新
議」
に
「
真の
手、
春の
詩。

・
・
草に
て
夏の
詩。」
と
読み、
「さ
う」
は
真即
ち
街
蓄に
対
する
草
書
と

し
て
ゐ
るの
に
従ふ
べ
きで
は
ない
か。
な
ほ、
「
さ
う
が
な」
の
古
例
と
し

て
は、
同
じ
宇
津
保
物
語
(
菊の
宴)
に
「
廻
文し
て
奥に
草
仮
名か
き
つ
け

て
遣
さば、
さ
は
す
ま
は
じ。」〈大系本一一一
頁)
の
例
が
あ
る。
ω
片
仮
名の

ン
が
綴ね
る
音の
象
徴
と
し
て
の
V
か
ら
出
た
と
す
る
説(二
九九頁)
は、

学
生
時
代に
吉
沢
博
士の
講
義で
聞い
た
し、
「日
本
書
道
新
諮」
に
も出
て

ゐ
る。
削
重
点
記
号
「
/\」
の
発
達につ
い
て
若
干の
例
が
示
さ
れ
て
ゐ

る
さ
δO頁〉
が、
活
字
印
刷で
は
実
情
を
伝へ
る乙
と
が
で
き
ない。
刷
新

撰
字
鏡に
見え
るコ-Pコ
二
類の
書き
分
け
を、
昌
住
自
らが
音
韻
的に
区
別

し
た
も
の
(=
三五
頁)
と
さ
れ
た
が、
新
撰
字
鏡よ
り
半
世
紀
も古い
訓
点

資
料で
区
別
し
ない
もの
につ
い
て
は、
ど
う
考へ
れ
ば
い
い
の
か。
春日
博

評〕〔書

士に
よ
れ
ば、
恵一
語
蔵
本
金
剛
般
若
経
賛述
嘉
祥四
年
点
は、
コ
に
「とL
し

か
な
く、
「過コ
こ
のコ
(
甲
類)
に
も
「ζ」
を
用ゐ
て
ゐ
る。
帥法
撃
経

釈
文の
扱
音
記
号V
を、
乙
の
種の
記
号の
最
古の
例
と
さ
れ
た(四O八
頁)

が、
地
蔵
十
輸
経
元
慶
点の
「
孫ソV」
「
奮
迅7V」
を
認め
ら
れ
な
い
の
で

あ
ら
う
か。
もっ
と
も、
他の
場
所(四一
四頁)
で
はζ
の
例
が
引
い
て
あ

る。
伺
劫
音の
ショ
ウ
を
直
音に
ソ
ウ
と
表
記
す
る(四二六頁)
の
は、
単

に
表
記上の
問
題
なの
か、
発
音その
もの
が
動
音か
ら
直
音に
変っ
た
と
見

るの
か。
後
者と
す
れ
ば、
サ
行
頭
子
音はs
Jぬ
げの
ど
れだっ
た
の
か。

J
げで
あ
れ
ば、
効
音と
直
音
は
同
音と
な
る。
S
で
ない
と
す
れば臼
とい

ふ
こ
とに
な
る
が、
い
かY。
著
者
も、
殻
音
便・
促
音
便の
場
合
か
ら、
サ

行
頭
子品目をい凶
と
見た
い
意
向の
や
うで
あ
る(三八五
頁)。
削陳述の
副
詞

を
否
定・
禁
止・
疑
問・
反
語・
条
件の
五
類に
分
け
ら
れ
た(四五O頁)

が、
訓
読
語
を
加へ
る
と、
更に
当
然
(7
サニ)、
願
望
(ネ
ガハ
クハ)、

比
況
(タ
トヘ
パ)、
推
量
(ケ
ダシ)
等が
必
要で
あ
り、
イハ
ム
ヤ
(反

語で
ない
場
合)、
ム
シロ
の
や
うに
ど
れに
も入
れが
た
い
もの
も
あ
る。

倒
中田
博
士に
従っ
て
地
蔵
十
輪経
元
皮
点か
ら
「
惚(オ)
ソラムトセル」
を

引
き、
オ
ソル
が
初
期か
ら
四
段に
活
用し
た
例
と
さ
れ
た(四七一
頁)
が、

乙
の
例
は
今
剥
落し
て
読
みに
くい。
帥ウ
(得)
につ
い
て、
「『・
・
・
る

と
と
を
得』
の
や
うに
必
ず
『ζ
と』
を
取
り、
又、
・
・
・
『を』
を
取
ら

ない
と
と
も
あっ
た。」
ア
タハ
ズ
(
不
能)
につ
い
て、
「『ζ
と』
を
取
る

場
合
と
『に』
を
取
る
場
合
が
め
っ
た。」(四七四頁)
と
あ
る
が、
時
代に

よ
っ
て
相
違
し、
初
期に
は
|コ
ト
ウ
と
ヲ
を
取
ら
ない
と
と
が
多く、
ーニ

ア
タハ
ズ
は
末
期
以
後の
新しい
形で
ある乙
と
を
注
意
すべ
きで
あっ
た。

帥
「
中古の
文
法」
で
連
体
修
飾
格と
し
た
「おい
ら
く
の
来
む
と
言
ふ
な

る」
を、
本
書で
主
格に
改め
ら
れ
た(四九五
頁)
の
は
よ
い
が、
「み
ま
く
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ほ
し
き
君」
「み
巻の
ほ
し
け
れ
ば」
「
あ
れ
ま
く
も
を
し」
な
ど
を、
「『ほ

し』
『を
し』
を
伴
ひ、
目
的
格
又
は
連
休
修
飾
格に
立つ」(四九六頁)
と
し

た
の
は
理
解
し
が
た
い。
時
枝
文
法に
従ふ
著
主
と
し
て
は、
対
象
語
格
と
見

るべ
きで
は
ない
か。
伸
文
末
終
止の
|ク、
!ク
ノミ
に
つ
い
て、
「十本
来
体

言で
文
を
終
る
喚休
句の一
形
式を
な
す
もの
で
あ
り、
『ノ
ミ』
は
そ
れ
を

強め
る
た
め
に
更に
添
加
さ
れた
機
能を
有
す
る
もの
で
あ
る。」
(四九九頁)

と
し
て、
四つ
の
例
を
挙
げ
ら
れ
た
が、
卑
見で
は、
前の二
例
は
喚
体
句で

感
動を
表
すが、
後の
二
例
は
述
休
句で、
限
定
ま
た
は
指
定
を
表
し
て
ゐ

る。
拙
著
「
訓
点
語の
研
究」
で
述べ
て
おい
た
が、
そ
の
後、
守
屋
本
妙
法

蓮
華
経
古
点に
「
此レ
は円以レ
化
|城に
あ
らク
(の
み)
〔
耳
ご
の
例
が
あ

ると
とに
気
付い
た。
述
体
句で
あ
ればこ
そ
1ク
ノ
ミ
が
「
耳・
而
己」
に

固
着
し
た
訓
と
し
て
終
助
詞
的
機
能を
果
す
や
うに
な
るの
で
は
ない
か。
帥

「
純
粋の
漢
文
訓
読で
は、
原
則
と
し
て
『る』
『ら
る』
は
受
身の
用
法だ

け
で
あっ
て、
自
発・
可
能・
尊
敬
等の
用
法
は
見
ら
れ
ない。」
(五O六瓦)

と
あ
る
が、
尊
敬
と
見ざ
る
を
得
な
い
例
も
あ
る。
拙
著
「
訓
点
資
料の
研

究」
の
書
評で
著
者に
認め
て
頂い
た
が、
他の
資
料に
も
古
く
か
ら
散
見し

て
ゐ
る。
帥
完
了
の
助
動
詞の
リ
は、
「ヌ・
ツ
両
者
共
に
共
存
し
な
い」

(五二六頁)
と
あ
る
が、
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点に
「
宿セ
リツル」、
春

日
本
金
光
明
最
勝王
経
古
点に
「
鐙アタレリツル」
の
例
が
あ
り、
稀
に
はツ

に
続
くζ
と
も
あっ
た
ら
しい。
帥
推
量の
助
動
詞ム
の
巳
然
形
の
例
と
し

て、
中田
博
士
に
従ひ
地
蔵
十
輸
経
元
慶
点か
ら
「
勿ナカ一フメヤ」
が
引か
れ

て
ゐ
る(五二
九五)
が、
今
は
剥
落
し
て
読
みに
くい。
同
制著に
挙
げた
法

華
義
疏
長
保
四
年
点の
例
「
其の
城
七
重
あ
りな
り」
に
つ
い
て、
「ヲコ
ト

点に
よ
る
もの
で
あっ
て
確
実で
は
ない」
(五四一
頁)
と
あ
る
が、
私
は、

アル
ナ
リ
と
あ
るべ
き
もの
が、
ア
リ・
ナ
リ二
つ
の
ヲコ
ト
点で
示
さ
れ
て

ゐ
る
事
実をいっ
た
の
で
あっ
て、
と
の
ナ
り
を
伝
聞
推
定
と
は
見
て
ゐ
な

い。
伝
聞
推
定の
ナ
リ
が
初
期の
訓
点
資
料に
も稀に
見出
さ
れ
ると
とにつ

い
て
は、
かつ
て
述べ
た乙
とが
あ
る。
帥
格
助
詞ヨ
リの
特
殊な
用
法に
つ

い
て、
「『自
非・
・
・』
とい
ふ
原
文をア
ラ
ザ
(ズ
アル)
ル
ヨ
リハ
と
訓

ず
る乙
とに
よっ
て
生
じ
た」(五五五
頁)
と
あ
る
が、
仙川論に
述べ
た
や
う

に、
私
は、
ア
ラ
ザル
ヨ
リハ・
ア
ラズ
アル
ヨ
リハ
と
読
ん
だ
確
実な
例
を

知
ら
ない。
法
華
百
座
法
談
問
書
抄・
今
昔
物
語・
正
法
眼
球
等
の
|ズヨ
リ

ハ、
|ズ
ヨ
リホ
カ
の
例に
従っ
て、
訓
点
語の
場
合
もその
ま』
|ズヨ
リ

ハ
と
読
ん
だ。
承
接の
問
題
は
残る
が、
ヨ
リ
を乙
の
や
う
な
意
味に
用
ゐ
る

ζ
と
自
体が
無理
なの
だ
か
ら、
接
続が
破
格で
あっ
て
も、
翻
訳
文
法
と
し

て
と
の
ま
ま
認め
ざ
る
を
得ない
の
で
は
ない
か。
同
接続
助
詞パ
の
項
で、

初
期の
訓
点
資
料に
は、
動
詞・
助
動
詞の
巳
然
形だ
け
で
確
定の
順
接を
表

す
場
合の
あっ
た
乙
とに
触れて
ほ
し
かっ
た。
同「
訓
点
資
料で
は、
『か

な』
を
除い
て
他の
終
助
詞の
用
ゐ
ら
れ
た
例
をみ
な
い。」
(五六八
頁)
と

あ
る
が、
イハ
ム
ヤ
||ヲ
ヤ
の
ヲ
ヤ
の
如
き
は、
イハ
ム
ヤ
に
応
ずる一
種

の
終
助
詞
と
認め
るべ
きで
は
ない
か。
側
文
論の
中に
「
提
示
語
法」
を
加

へ
て
ほ
し
かっ
た。
和
文に
は
少ない
が、
訓
読
文に
は
多く、
両
者の
位
相

の
相
違
を
文の
構
造に
求め
るこ
と
が
で
き
る
か
らで
あ
る。
以
上、
強ひ
て

取
珪を
求め
た
が、
本帝一uが
未
凶
有の
学園
紛
争の
中に
成
立
し
た乙
と
を
思

へ
ば、
著
者に
対し
て、
畏
敬の
念
を
新た
に
せ
ざ
る
を
え
ない。

l
島根
大
学
教
授
l
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